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(百万円未満切捨て) 

１．平成 20 年３月期第３四半期の連結業績（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年 12 月 31 日） 
(1) 連結経営成績                            （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期）純利益

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

20 年３月期第３四半期 16,000   －    1,048   －    989   －   474   －

19 年３月期第３四半期 －  － －  － －  － －  －

19 年３月期 －  － －  － －  － －  －
 

 １株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

20 年３月期第３四半期  17  37       －    －

19 年３月期第３四半期 －   － －    －

19 年３月期 －    － －    －

(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円    銭

20 年３月期第３四半期 10,602 5,538 51.9   203  42

19 年３月期第３四半期 － － － －   －

19 年３月期 － － － －   －

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

 営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による  
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円

20 年３月期第３四半期 1,607 △218 △455 1,919 

19 年３月期第３四半期 － － － － 

19 年３月期 － － － － 

 
（注）１．当社は平成 19 年 10 月１日に株式会社ラックとエー・アンド・アイ システム株式会社が経営統合

し、両社を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。四半期財務・業績の概況は当連
結会計年度より作成しておりますので、前年同期実績および対前年同期増減率ならびに前連結会計
年度実績は記載しておりません。 

    ２．当社の設立は平成 19 年 10 月１日ですが、第３四半期連結業績は完全子会社となった株式会社ラッ
クの財務諸表を引き継ぎ、期首に設立したものとみなして作成しております。 
従いまして、当第３四半期連結業績は、株式会社ラックについては平成 19 年１月１日から平成 19
年 12 月 31 日までの業績、エー・アンド・アイ システム株式会社については平成 19 年４月１日
から平成 19 年 12 月 31 日までの業績を連結しております。 

   ３．１株当たり四半期純利益の計算にあたっては、期首に設立されたものとみなして計算した期中平均
株式数を使用しております。 

 
２．配当の状況 

 1 株当たり配当金 

（基準日） 第３四半期末 

  円     銭

19 年３月期第３四半期   － 

20 年３月期第３四半期 － 
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３．平成 20 年３月期の連結業績予想（平成 19 年４月１日 ～ 平成 20 年３月 31 日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 円    銭

通     期 21,900  －   1,530 － 1,450  － 700 － 24   74
 
４．その他 
  
(1) 四半期連結財務諸表の作成基準 ： 中間連結財務諸表作成基準 
(2) 会計監査人の関与 ： 無 
 
当社は平成 19 年 10 月１日に株式会社ラックとエー・アンド・アイ システム株式会社が経営統

合し、両社を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。四半期財務・業績の概況は当
連結会計年度より作成しておりますので、「期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴
う特定子会社の異動）」及び「最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無」は記載してお
りません。 

 
５．個別業績の概要（平成 19 年 10 月１日 ～ 平成 19 年 12 月 31 日） 
(1) 個別経営成績                            （％表示は対前年同四半期増減率） 

 営 業 収 益 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期）純利益

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

20 年３月期第３四半期 375  － 87   － 68   － 39   －

19 年３月期第３四半期 －  － －  － －  － －  －

19 年３月期 －  － －  － －  － －  －

 １株当たり四半期 

（当期）純利益 

 円    銭

20 年３月期第３四半期    1   41

19 年３月期第３四半期 －   －

19 年３月期 －   －

(2) 個別財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円    銭

20 年３月期第３四半期 6,491 5,232 80.6   193    49 

19 年３月期第３四半期 － － － －   －

19 年３月期 － － － －   －

６．平成 20 年３月期の個別業績予想（平成 19 年 10 月１日 ～ 平成 20 年３月 31 日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円    銭

通     期 800   － 246   － 227   － 132   － 4   67
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

当資料に記載する業績予想・見込みは、現時点において入手可能な情報に基づき、独自の判断によ

り作成しておりますが、実際の業績は今後さまざまな要因により予想数値と異なる場合があり、実

現を保証するものではありません。なお、上記業績予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・

財務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期（自平成 19 年４月１日 至平成 19 年 12 月 31 日）におけるわが国経済は、景気の緩やかな回復基調

が続くなか設備投資はやや増加しているものの、原油、原材料の価格高騰や個人消費の伸び悩みなどにより、企業収

益の改善に足踏みがみられるうえ、米国のサブプライムローン問題の日本企業への影響も懸念され、景気は先行き不

透明な状況で推移いたしました。 

当社グループの属する情報サービス業界においては、内部統制システム整備への対応に伴う需要が伸びるなど、Ｉ

Ｔ化投資は好調に推移するなか、人材不足感が一層強まっております。 

このような環境のなか、当社グループは内部統制システムの一環であるＩＴ統制の機能として、高品質で包括的な

セキュリティサービスの提供、信頼性の高いシステムの開発など顧客ニーズを常に意識し事業を展開してまいりまし

た。 

売上高は、システムインテグレーションサービス事業（以下、ＳＩＳ事業という。）では、システム開発サービス

ならびにソリューションサービスにおいて金融系を中心に好調な受注獲得が続くなか、協力会社を含めた要員管理を

徹底し高稼働率を維持したこと、および商品売上においても受注が好調に推移したことなどにより、114 億 98 百万

円となりました。 

一方、セキュリティソリューションサービス事業（以下、ＳＳＳ事業という。）では、コンサルティングサービス

は、顧客に常駐してコンサルティングや運用代行を行うストック型サービス「セキュリティマネジメントサービス（Ｓ

ＭＳ）」の拡販に注力し、安定的な収益基盤の確立を図るとともに、顧客密着型サービスという特徴を活かして顧客

環境に相応しいサービスを提案し深耕開拓に努めた結果、要員稼働率が改善し好調に推移いたしました。運用監視サ

ービスは、ＪＳＯＣ監視サービスは着実に受注が増加しているものの、検査サービスは微増となりました。また、構

築サービスはＪＳＯＣ監視サービスの受注増加により好調に推移したことなどにより、サービス売上は 33 億 21 百万

円となりました。また、商品売上は保守更新による売上を中心に堅調に推移し 11 億 80 百万円となました。この結果、

ＳＳＳ事業全体の売上高は 45 億１百万円となりました。 

以上により、当第３四半期の連結売上高は 160 億円となりました。 

利益につきましては、設備投資時期を慎重に見極めたことや要員高稼働率の維持などにより原価低減に努めてまい

りましたが、将来の損失に備える必要のある事態が発生したことによる受注損失引当金繰入額を売上原価に計上した

こと、回収不能見込額を貸倒引当金繰入額として販売費及び一般管理費に計上したこと、および経営統合の一時経費

の増加や新サービス開発のための先行投資を行ったことなどにより、当第３四半期の連結営業利益は10億48百万円、

連結経常利益は９億 89 百万円、当期純利益は４億 74 百万円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期の財政状態は、総資産が 106 億２百万円、負債総額が 50 億 64 百万円、純資産が 55 億 38 百万円とな

り、自己資本比率は 51.9％となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下｢資金｣という。）は、19 億 19 百万円となりまし

た。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 16 億７百万円となりました。 

これは、主に税金等調整前四半期純利益９億 67 百万円及び減価償却費３億 68 百万円、のれん償却額２億 20 百万

円、売上債権の減少額４億 56 百万円に、たな卸資産の増加額３億７百万円、仕入債務の減少額１億 33 百万円等を反

映したものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は２億 18 百万円となりました。 

これは、主に有形固定資産の取得による支出１億 13 百万円、ソフトウェアの取得による支出 59 百万円、ソフトウ

ェア開発費の支出 39 百万円等を反映したものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は４億 55 百万円となりました。 

これは、主に社債の償還による支出１億 84 百万円、自己株式の売却による収入３億 30 百万円、自己株式の取得に
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よる支出３億 88 百万円、配当金の支払額１億 11 百万円等を反映したものであります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当期の業績予想につきましては、平成 20 年１月 31 日付「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしまし

た通期の業績予想から修正はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

 
前第3四半期連結会計期間末 

（平成18年12月31日） 

当第3四半期連結会計期間末 

（平成19年12月31日） 

前連結会計年度の 

要約連結貸借対照表 

（平成19年３月31日） 

区分 金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円） 

構成比

（％） 
金額（千円） 

構成比

（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

１．現金及び預金  － 1,919,304  －

２．売掛金  － 2,745,492  －

３．たな卸資産  － 577,167  －

４．繰延税金資産  － 305,361  －

５．その他  － 524,780  －

貸倒引当金  － △27,262  －

流動資産合計  － － 6,044,844 57.0  － －

Ⅱ 固定資産   

１．有形固定資産   

(1)建物 － 647,215 － 

(2)その他 － － － 309,399 956,614 9.0 － － －

２．無形固定資産   

(1)のれん － 1,148,371 － 

(2)ソフトウェア － 461,565 － 

(3)その他 － － － 7,359 1,617,296 15.3 － － －

３．投資その他の資産   

(1)投資有価証券 － 839,504 － 

(2)繰延税金資産 － 453,666 － 

(3)敷金及び保証金 － 661,474 － 

(4)その他 － 165,155 － 

貸倒引当金 － － － △135,661 1,984,139 18.7 － － －

固定資産合計  － － 4,558,050 43.0  － －

資産合計  － － 10,602,895 100.0  － －
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前第3四半期連結会計期間末 

（平成18年12月31日） 

当第3四半期連結会計期間末 

（平成19年12月31日） 

前連結会計年度の 

要約連結貸借対照表 

（平成19年３月31日） 

区分 金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円） 

構成比

（％） 
金額（千円） 

構成比

（％）

（負債の部）   

Ⅰ 流動負債   

１．買掛金  － 774,559  －

２．短期借入金  － 1,260,000  －

３．一年以内返済予定の   

長期借入金 
 － 30,000  －

４．一年以内償還予定の社債  － 234,200  －

５．未払法人税等  － 269,565  －

６．賞与引当金  － 35,382  －

７．受注損失引当金  － 74,320  －

８．その他  － 803,904  －

流動負債合計  － － 3,481,932 32.9  － －

Ⅱ 固定負債   

１．社債  － 1,551,700  －

２. 退職給付引当金  － 26,363  －

３．その他  － 4,017  －

固定負債合計  － － 1,582,081 14.9  － －

負債合計  － － 5,064,013 47.8  － －

（純資産の部）   

Ⅰ 株主資本   

１．資本金  － － 1,000,000 9.4  － －

 ２．資本剰余金  － － 4,174,516 39.4  － －

 ３．利益剰余金  － － 793,458 7.5  － －

 ４．自己株式  － － △388,810 △3.7  － －

  株主資本合計  － － 5,579,164 52.6  － －

Ⅱ 評価・換算差額等   

 １．その他有価証券評価差額金  － － △79,755 △0.8  － －

  ２．繰延ヘッジ損益  － － 2,154 0.0  － －

  評価・換算差額等合計  － － △77,600 △0.8  － －

Ⅲ 少数株主持分  － － 37,317 0.4  － －

  純資産合計  － － 5,538,882 52.2  － －

  負債純資産合計  － － 10,602,895 100.0  － －

   



－ 7 － 

(2) 四半期連結損益計算書 

 

 

前第3四半期連結会計期間 

自 平成18年４月１日 

至 平成18年12月31日 

 

当第3四半期連結会計期間 

自 平成19年４月１日 

至 平成19年12月31日 

前連結会計年度の 

要約連結損益計算書 

自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日 

区分 金額（千円） 
百分比

（％）
金額（千円） 

百分比

（％）
金額（千円） 

百分比

（％）

Ⅰ 売上高  － － 16,000,437 100.0  － －

Ⅱ 売上原価  － － 11,565,938 72.3  － －

売上総利益  － － 4,434,499 27.7  － －

Ⅲ 販売費及び一般管理費  － － 3,385,699 21.1  － －

営業利益  － － 1,048,800 6.6  － －

Ⅳ 営業外収益   

１．受取利息 － 1,227 － 

２．受取配当金 － 26,300 － 

３．その他 － － － 19,366 46,894 0.3 － － －

Ⅴ 営業外費用   

１．支払利息 － 28,085 － 

２．創立費 － 15,740 － 

３. たな卸資産評価損 － 12,798 － 

４．支払手数料 － 33,331 － 

５．その他 － － － 16,223 106,178 0.7 － － －

経常利益  － － 989,516 6.2  － －

Ⅵ  特別利益   

１．投資有価証券売却益 － － － 672 672 0.0 － － －

Ⅶ  特別損失   

１．投資有価証券評価損 － 12,981 － 

２．固定資産除却損 － 4,507 － 

３．関係会社株式売却損 － 3,914 － 

４．事業所移転費 － － － 1,564 22,967 0.2 － － －

税金等調整前四半期純利益 

又は当期純利益 
 － － 967,220 6.0  － －

法人税、住民税及び事業税 － 274,809 － 

法人税等調整額 － － － 210,199 485,009 3.0 － － －

少数株主利益  － － 7,847 0.0  － －

四半期純利益 

又は当期純利益 
 － － 474,363 3.0  － －
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（3）四半期連結株主資本等変動計算書 

   当第３四半期連結会計期間（自 平成 19 年４月１日 至 平成 19 年 12 月 31 日） 

株主資本  

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

平成19年３月31日 残高（千
円） 1,159,426 812,554 440,035 △59,147 2,352,868

第 3四半期中の変動額   

株式移転による増減 △159,426 3,366,604 5,280 △276,004 2,936,454

剰余金の配当  △114,613  △114,613

四半期純利益  474,363  474,363

持分法適用会社の減少  △11,327  △11,327

自己株式の取得  △388,938 △388,938

自己株式の処分  △4,641 334,999 330,357

自己株式の消却  △280 280 －

株主資本以外の項目の第
3 四半期中の変動額（純
額） 

  

第 3 四半期中の変動額合計
（千円） △159,426 3,361,962 353,422 △329,662 3,226,296

平成 19 年 12 月 31 日 残高
（千円） 1,000,000 4,174,516 793,458 △388,810 5,579,164

 

評価・換算差額等 
 

その他有価証券 
評価差額金 繰延ヘッジ損益

評価・換算差額等
合計 

少数株主持分 純資産合計 

平成19年３月31日 残高（千
円） － 4,657 4,657 － 2,357,526

第 3四半期中の変動額  

株式移転による増減  2,936,454

剰余金の配当  △114,613

四半期純利益  474,363

持分法適用会社の減少  △11,327

自己株式の取得  △388,938

自己株式の処分  330,357

自己株式の消却  －

株主資本以外の項目の第
3 四半期中の変動額（純
額） 

△79,755 △2,503 △82,258 37,317 △44,940

第 3 四半期中の変動額合計
（千円） △79,755 △2,503 △82,258 37,317 3,181,355

平成 19 年 12 月 31 日 残高
（千円） △79,755 2,154 △77,600 37,317 5,538,882
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 (4) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 

 

前第3四半期連結会計期間 

自 平成18年４月１日 

至 平成18年12月31日 

 

当第3四半期連結会計期間 

自 平成19年４月１日 

至 平成19年12月31日 

前連結会計年度の 

要約連結ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ計算書 

自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日 

区分 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期（当期）純利益 － 967,220 － 

減価償却費 － 368,211 － 

のれん償却額 － 220,036 － 

貸倒引当金の増加額（△減少額） － 50,644 － 

受注損失引当金の増加額（△減少額） － 74,320 － 

退職給付引当金の増加額（△減少額） － 4,073 － 

受取利息及び受取配当金 － △27,527 － 

持分法による投資損失（△投資利益） － △654 － 

支払利息 － 28,085 － 

為替差損（△差益） － △364 － 

投資有価証券売却益 － △672 － 

固定資産除却損 － 4,507 － 

関係会社株式売却損 － 3,914 － 

投資有価証券評価損 － 12,981 － 

売上債権の減少額（△増加額） － 456,965 － 

たな卸資産の減少額（△増加額） － △307,542 － 

その他流動資産の減少額（△増加額） － △76,369 － 

その他固定資産の減少額（△増加額） － 13,047 － 

仕入債務の増加額（△減少額） － △133,048 － 

未払消費税等の増加額（△減少額） － 18,513 － 

その他流動負債の増加額（△減少額） － 20,647 － 

その他 － △7,927 － 

小計 － 1,689,061 － 

利息及び配当金の受取額 － 27,527 － 

利息の支払額 － △26,296 － 

法人税等の支払額 － △82,915 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー － 1,607,377 － 
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前第3四半期連結会計期間 

自 平成18年４月１日 

至 平成18年12月31日 

 

当第3四半期連結会計期間 

自 平成19年４月１日 

至 平成19年12月31日 

前連結会計年度の 

要約連結ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ計算書 

自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日 

区分 金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 － △113,815 － 

ソフトウェアの取得による支出 － △59,602 － 

ソフトウェア開発費の支出 － △39,758 － 

投資有価証券の売却による収入 － 8,878 － 

貸付金の貸付による支出 － △2,509 － 

貸付金の回収による収入 － 2,070 － 

敷金及び保証金の支出 － △15,523 － 

敷金及び保証金の解約による収入 － 2,059 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー － △218,200 － 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増加額（△純減少額） － △10,000 － 

長期借入金の返済による支出 － △90,000 － 

社債の償還による支出 － △184,100 － 

自己株式の売却による収入 － 330,357 － 

自己株式の取得による支出 － △388,944 － 

配当金の支払額 － △111,446 － 

少数株主への配当金の支払額 － △1,050 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー － △455,183 － 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － 364 － 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額（△減少額） － 934,358 － 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 － 557,675 － 

Ⅶ 株式移転による現金及び現金同等物の増

加額 
－ 427,270 － 

Ⅷ 現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高 
－ 1,919,304 － 
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(5)販売の状況 

セグメント別の売上高内訳 

平成 19 年３月期第 3四半期 
（前年同四半期） 

平成 20 年３月期第 3四半期 
（当四半期） 

参    考 
平成 19 年３月期 

 

金    額 構成比 金    額 構成比 
対前年同

期増減率
金    額 構成比 

 
 

百万円 ％ 百万円 ％ ％ 百万円 ％ 

システムインテ
グレーションサ
ービス事業 

－ － 11,498   71.9 － － － 

セキュリティソリ
ューションサー
ビス事業 

－ － 4,501 28.1 － － － 

合  計 － － 16,000 100.0 － － － 
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６．四半期個別財務諸表 

(１) 四半期貸借対照表 

 
前第3四半期会計期間末 

（平成18年12月31日） 

当第3四半期会計期間末 

（平成19年12月31日） 

前事業年度の 

要約貸借対照表 

（平成19年３月31日） 

区分 金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円） 

構成比

（％） 
金額（千円） 

構成比

（％）

（資産の部）    

Ⅰ 流動資産    

１．現金及び預金 － 217,357  － 

２．繰延税金資産 － 3,434  － 

３．その他 － 164,784  － 

流動資産合計  － － 385,575 5.9  － －

Ⅱ 固定資産    

１.有形固定資産    

(1)建物 － 13,288  － 

(2)工具器具及び備品 － － － 23,944 37,233 0.6 － － －

２．無形固定資産    

(1)ソフトウェア － － － 4,864 4,864 0.1 － － －

３．投資その他の資産    

(1)関係会社株式 － 5,582,088  － 

(2)繰延税金資産 － 165  － 

(3)敷金及び保証金 － － － 481,328 6,063,583 93.4 － － －

固定資産合計  － － 6,105,680 94.1  － －

資産合計  － － 6,491,255 100.0  － －

    

 



 

－ 13 － 

 

 
前第3四半期会計期間末 

（平成18年12月31日） 

当第3四半期会計期間末 

（平成19年12月31日） 

前事業年度の 

要約貸借対照表 

（平成19年３月31日） 

区分 金額（千円） 
構成比

（％）
金額（千円） 

構成比

（％） 
金額（千円） 

構成比

（％）

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

１．短期借入金 － 1,081,328  － 

２．未払法人税等 － 32,917  － 

３．その他 － 144,227  － 

流動負債合計  － － 1,258,473 19.4  － －

負債合計  － － 1,258,473 19.4  － －

（純資産の部）    

Ⅰ 株主資本    

１．資本金  － － 1,000,000 15.4  － －

 ２．資本剰余金    

 （１）資本準備金 － 250,000  － 

（２）その他資本剰余金 － 4,332,089  － 

  資本剰余金合計  － － 4,582,089 70.6  － －

 ３．利益剰余金    

 （１）その他利益剰余金    

   繰越利益剰余金 － 39,503  － 

  利益剰余金合計  － － 39,503 0.6  － －

 ４．自己株式  － － △388,810 △6.0  － －

  株主資本合計  － － 5,232,781 80.6  － －

  純資産合計  － － 5,232,781 80.6  － －

  負債純資産合計  － － 6,491,255 100.0  － －
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（2）四半期損益計算書 

 

 

前第3四半期会計期間 

自 平成18年４月１日 

至 平成18年12月31日 

 

当第3四半期会計期間 

自 平成19年10月１日 

至 平成19年12月31日 

前事業年度の 

要約損益計算書 

自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日 

区分 金額（千円） 
百分比

（％）
金額（千円） 

百分比 

（％） 
金額（千円） 

百分比

（％）

Ⅰ  営業収益  － － 375,000 100.0  － －

Ⅱ 販売費及び一般管理費  － － 287,635 76.7  － －

営業利益  － － 87,364 23.3  － －

Ⅲ 営業外費用  － － 18,544 4.9  － －

経常利益  － － 68,820 18.4  － －

税引前四半期純利益 

又は当期純利益 
 － － 68,820 18.4  － －

法人税、住民税及び事業税 － 32,917  － 

法人税等調整額 － － － △3,600 29,317 7.9 － － －

四半期純利益 

又は当期純利益 
 － － 39,503 10.5  － －
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（3）四半期株主資本等変動計算書 

    当第３四半期会計期間（自 平成 19 年 10 月１日 至 平成 19 年 12 月 31 日） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益
剰余金 

 

資本金 
資本準備金 

その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

繰越利益剰
余金 

利益剰余金
合計 

自己株式 
株主資本合
計 

純資産合計

平成 19 年 10 月１日 残高（千円） 1,000,000 250,000 4,332,088 4,582,088 － － － 5,582,088 5,582,088

第 3四半期中の変動額         

四半期純利益   39,503 39,503 39,503 39,503

自己株式の取得   △388,938 △388,938 △388,938

自己株式の処分   0 0 127 128 128

第 3 四半期中の変動額合計（千
円） － － 0 0 39,503 39,503 △388,810 △349,306 △349,306

平成 19 年 12 月 31 日 残高 
（千円） 1,000,000 250,000 4,332,089 4,582,089 39,503 39,503 △388,810 5,232,781 5,232,781

 


